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この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを，北海道においてとりまとめたものであ

る。

昭和56年10月

北海道
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5 万分の l 地質図幅 主
説明書牙 都 (札幌-第 36 号)

北海道立地下資源調査所

元技術吏員鈴木 守*

技術吏員山岸宏光

か 高橋功

庄谷幸夫

はしがき

この図幅説明書は，昭和 47 年から 49 年にかけての 3 年間にわたる野外調査

の結果をとりまとめたものである。

野外調査に当っては，山岸が主に寿都半島地域を，鈴木・高橋がその他の地

域を分担した。また，庄谷は主要ルートの地質検討を行うとともに，各種岩石

の変質鉱物の吟味を行った。とりまとめにおいても，寿都半島については山岸

が行い，鈴木が全体を総括した。

なお，本図幅地域の一部の調査について，ユニオンコンサルタント側小山内

照博士"，および当所嵯峨山積氏に御協力を頂いた。

また，筆者らの調査とは別個に行われた，岡村聡氏“$による寿都半島の地質，

および当所松波武雄氏による島牧村幌内川~千走地域の地質に関する未公表資

料の提供をうけた。さらに，現地調査において，黒松内営林署の関係各位から

多くの御援助を賜った。

ここに明記して，厚く感謝の意を表する。

I 位置および交通

この図幅は，北緯 42"40'"-'42°50' ， 東経 140°00' ，，-， 140°15' の範囲を占めている o

'現在，飛島建設株式会社技術本部技術研究所副所長

*元北海道立地下資源、調査所地質部長

***北海道大学理学部

1



行政的には，寿都半島の北端から東部地域は寿都町に，同半島南部が黒松内

町に，そしてその他の大部分の地域が島牧村にそれぞれ属している。図幅地域

の大部分が山地によって占められており，村落の発達は海岸ぞいのせまい地域

に限られている。

海岸線にそって，国道 229 号線が通じており，また，黒松内市街から月越原

野をへて島牧村本目へ至る道道が開設されている。そのほか，各主要河川ぞい

に林道が敷設されている。

II 地形

図幅地域の地形は，大まかに，山地形，丘陵~台地地形および低地形の三つ

に区分されるが，おもに前二者によって占められている。

山地形は，南へ隣接する大平山図幅から連続する先第三紀の基盤岩およびそ

れを取巻くように発達する新第三系などによって形成されている。とくに基盤

岩の分布域は，最大標高約 700m にすぎないが，きわめて切立った河谷を形成

している。新第三系分布域も，基盤岩の周辺では比較的急峻な地形を形成する

が，そこから遠ざかるにつれて丘陵性山地形へと移り変っている。一般に，河

谷斜面が急であるのに対し，尾根部は丸みをおびているとし、う特徴がみとめら

れる。

丘陵地形は，寿都半島を中心とする地域に見られる。最大標高は母衣月山の

503.5m と相対的にかなり高く， NNW-SSE 方向の広い尾根部と緩斜面カ、よ拡がっ

ている。しかし，寿都湾に面する稜線下の斜面は比較的急で，海岸ぞいの台地

地域と接している。この丘陵地形は，新第三紀末から第四紀初期にかけての若

い地層の分布域と一致している。

台地形は，海岸線にそって発達する段丘面によってつくられている。寿都半

島部では，標高 80'"'-'120m, 25'"'-'60m, 5'"'-'7m の 3 段の段丘に区分されている

(瀬川， 1967) 。しかし，最も低い面はごく限られた狭い範囲にしか分布してい

ないので，この説明書では取扱わず，高い方を第 1 段丘，低い方を第 2 段丘$と

事第 1 段丘は瀬川(1 967) の本目段丘，第 2 段丘は同じく寿都段丘に相当する。
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呼ぶことにする。第 1 段丘は，歌島から南西，および寿都町の西部付近から南

にかけて分布し，緩斜面を形成している。第 2 段丘は，寿郡半島を取り巻きな

がら連続した分布をしめし，島牧海岸ぞいにも点々とみとめられる。

低地形は，各主要河川ぞいや海岸ぞいにわずかに分布しているにすぎない。

これらとは別に，若干の地すべり地形，小規模な扇状地形などが認められる。

本図幅地域には，多数の中小河川が発達している。寿都半島東側では，分水

界と海岸線の聞が短かく，北の滝ノ潤) II から南の三ツ滝の川まで，小諜布をもっ

て山稜に直交する小河川が多く見られる。半島の北西側から島牧海岸へ流下す

る河川は，山稜と直交するものが多く，歌島川・ワッカナイ川・中ノ川・コベ

チャナイ川などがある。また，半島南西側から寿都湾にそそぐ河川としては，

山稜にほぼ平行な中ノ )11 のほか，西側の折川との分水界を源とする鼓の沢)11 ・

添別川などがある。

寿都半島西側のコベチャナイ川支流から西方では，主要河川はほぼ NW-SE

，，-，NNW-SSE 方向の配列を示している。これらは東から西へ，折川，小川，
ちはせ

大平川，床丹川，ホンベツ川，泊川，千走川の順である。とくに大平川の支流

のヒヤミズ川は，前述の基盤岩山地を流下しているが，曝布の多い遡行困難な

川として知られている。

III 地質概説

本図幅地域を構成する地質は，第 1 表のようにまとめることができる。

最下部を構成する先第三紀の基盤岩は，大平川から泊川にかけての図幅中南

部に分布し，南へ隣接する大平山図幅地域内に広く発達している。主に粘板岩

からなる地層で，本図幅外の泊川流域で得られた化石から中生代三畳紀とみな

されるようになった。しかしこの地域内では未だ化石は知られておらず，詳

細な層序も不明なので，本図幅では先第三系として取り扱った。

新第三系は，図幅地域の大半を占めて分布しており，中新統と鮮新統に区分

されるが，前者が圧倒的に多し、。中新統は， 2 つの分布域に分れている。 1 つ

は，基盤岩分布域の周囲に，それを取り巻くように分布しているものであり，

下位から大平川層，折川層，永豊層の順に累重している。他はのべた中新統分

一 3 -



布域東側の寿都半島に，鮮新統をはさんで発達するもので，下位の寿都層と上

位の永豊層の安山岩質火砕岩層とに 2 分できる。

前者の地域の最下部層である大平川層は，折川支流の二股川上流から泊川の

宮内温泉付近にかけて分布し，基盤岩を基底磯岩で、直接不整合におおっている。

岩相上から下位の基底礁岩層と上位の流紋岩質火砕岩層とに分けられる。折川

層は大平川層から整合漸移し，いわゆる硬質頁岩を主体とする地層である。折

川流域に広く分布し，さらに大平川・泊川をへて図幅西端部まで分布がみられ

る。この地層には，安山岩質および流紋岩質火砕岩を挟在している。折川層の

上位には，永豊層の塊状シルト岩が整合して重なっている。このシルト岩は多

くの火山性砂岩を互層状にはさみ，さらに所々に安山岩質火砕岩を伴っている。

第 l 表模式層序表

時代 地 層 名 模式柱状図 層廟m) 岩 相 貫入岩類

第 現世 現河床・海浜堆積物。00o':~・.・~・・・4・ニ・・J・;:~・:.・・~~.:.:.:. 粘土・砂・礁

四

世鮮新更新世1
第 2 段丘堆積物 O(LO_O_O_o~<2..a 泥炭・粘土・砂・礁

第 1 段丘堆積物。 0 0 00000o,0a、》 粘土・砂・礁
紀

安山岩溶岩ゾ
v v v V

輝石安山岩v v v v v
』一一ー

~金・.・ .'且~ ちoち o、ぢ歌島層 160 砂岩・喋岩

新 ガロ川噴出物層。 ム0;' Ob,0b,?lfJ 70 火山門様岩・火山角礁岩

3語 輝安石砂 英石山岩 安安岩シ 山山師貝山山ル 岩岩火ト 賀砕溶岩 岩岩~偽月 門閉石
角閃石安山岩

永 豊 層 700
輝石安山岩

中
第

障
とョ~;::

輝質石火安砕岩 山岩 流砕紋岩 岩質火
玄武岩

寿 折

f室 砂頁岩岩・硬質 質海石火砕安岩 山岩
石英斑岩

新 都 )11 1,600

一

出 輝賀安砕~石山岩安角岩間質山岩石火
層 層

.，・.・・ . 砂頁岩岩 ・硬質

世 トー?
~ ~6

紀 流紋岩質火砕岩

大平川層 500土
礁岩・砂岩

先第三紀 先第三系

粘石岩板灰・岩岩砂岩・塩・チ基ャ性ー火ト砕・

-4-



一方，寿都半島の東海岸から中央北部に分布する寿都層は，下部および上部

安山岩質火砕岩層に分けられ，共に硬質頁岩を挟在している。下部火砕岩層は

プロピライト質岩相から，上部火砕岩層はやや変質した岩相からなりたってい

る。折川層中の安山岩質火砕岩より強く変質しているために異なった印象を与

えるが，寿都層と折川層は同時異相であると考えられる。しかし，寿都層の下

限は明らかではないので，大平川層との直接の関係はわからない。寿都層の上

位には，同じく安山岩質火砕岩の卓越する地層が整合に発達している。この火

砕岩は，前述の地域の永豊層中のものと岩相および岩質においてはぼ同じであ

り， しかも下部に同質のシルト岩を伴っていることから， この地層を永豊層と

して取扱った。

折川下流には石英安山岩溶岩が分布するが，永豊層の比較的下部をおおって

いるだけで上限は不明である。しかし，鮮新世のガロ川噴出物層に不整合にお

おわれていることから，永豊層の堆積時のものと推定される。

鮮新世の地層は，下位のガロ川噴出物層と上位の歌島層とに分けられる。共

にこれまで、述べた中新統の 2 つの分布域の聞の地域に分布しているが，ガロ川

噴出物層は島牧海岸ぞいにも点々と分布している。ガロ川噴出物層は下位層を

不整合におおっており，主として安山岩質火砕岩からなっている。上位の歌島

層は，中新統分布域の中間，すなわち寿都半島南西部にのみ分布している。ガ

ロ川噴出物層を不整合におおい，砂岩と礁岩からなりたっている。

新第三紀の貫入岩類としては，石英斑岩・角閃石安山岩・普通輝石安山岩・

玄武岩などが区別される。これらは中新世後期から末期にかけての近入と推定

される。

第四紀更新統には，図幅西端部にわずかに分布する安山岩溶岩，海岸線ぞい

に高低 2 段に分布する第1，第 2 段丘堆積物があり，現世の堆積物としては河

床および海浜堆積物などがある。

IV 先第三系 CPs， Ls)

先第三系は，大平川流域からホンベツ川をへて泊川に至る，本図幅地域のほ

ぼ中央南部に分布し，南部の大平山図幅地域内へ拡がっている。主に，砂岩・
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粘板岩などからなり，チャートや塩基性火砕岩を伴っている。また，所々にレ

ンズ状の石灰岩を挟在する。大平川本流ぞいでは，黒色から灰緑色を呈する千

枚岩質の岩相がみとめられ，また砂岩の 1 部はミロナイト質になっている。走

向は NS から N55°W，あるいは N 45°E と変化し，また傾斜も 40°~700W~NW,

あるいは 50
0

SW と変化にとむ。

本図幅地域の本層からは，まだ化石は発見されていない。しかし，大平山図

幅内の泊川流域の石灰岩から六射珊瑚や Milleporella などが見出され，ジュラ紀

以後の時代をしめすとみなされた (HASHIMOTO & lGO, 1962)。一方，同地域

から三畳紀を指示するコノドントが発見され，現在では三畳紀とみなされるよ

うになった(湊， 1978)。しかし この地域の先第三紀の地層は層序がまだ明ら

かでなく，化石産出層との関係も十分解明されていないことから，一応先第三

系として取扱っておいた。

V 新第三系

新第三系は，下位から上位へ，中新世の大平川層，折川層，寿都層，永豊層，

そして鮮新世のガロ川噴出物層，歌島層の順に区分できる。

V. 1 大平川層

本層は，先第三系の分布地域内およびその周辺に，先第三系と不整合あるい

は断層で接しながら分布している。つまり，基盤岩山地地域，その北西部，お

よび大平川上流の主に東部の 3 地区に分れて分布している。

基盤岩山地に分布するものは，大平川支流ヒヤミズ川の左右両岸の山稜部の

標高約 500~650m 付近で，基底礁岩によるかなりゆるやかな不整合面をもって，

基盤岩をおおっている。

基盤岩山地の北西部に分布する本層は，ホンベツ JIIでは基盤岩を不整合にお

おっているが，他は断層で接している。この地区では，ほぼ 100~400NW の単斜

構造をしめすが，泊川では断層の影響で 65"SW と若干の乱れがみとめられる。

大平川上流東部に分布するものは，西翼を断層で切られ折川層の硬質頁岩と

接している。ほぼ NW-SE 方向の軸をもっ背斜構造を形成しており，その南端
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部では基底礁岩が基盤岩をおおっている。

地質図では，基底磯岩と火砕岩層とを区分して塗色した。

基底磯岩層 COe)

この礁岩層が基盤岩と接する最下部は，ほとんどが基盤岩起源の大小の角礁

からなり，その上位に礁岩や組粒砂岩が累重している。大平川では，細磯岩中

に Ostrea sp. その他の二枚貝の破片が見出される。最南端の礁岩分布域では，

露出は明瞭でないが，花崩岩の人頭大以上の円礁が転石としてみとめられる。

流紋岩質火砕岩層 COg)

この火砕岩層は全体に流紋岩質であるが，様々な岩相からなっている。すな

わち，ラクガン状の細粒軽石凝灰岩，組粒軽石凝灰岩，凝灰角礁岩，火山角礁

岩などがあり，聞に葉理の発達した凝灰質シルト岩を伴っている。全般に緑色

化変質をつよくうけているが，シルト岩相の 1 部にチョコレート色の凝灰岩が

みとめられる。含まれる角礁には，流理構造が発達し，石英斑晶を有している

ものが多し、。

鏡下および X線解析によって変質鉱物を吟味した結果は，ほぼ以下のようで

ある。

基底礁岩直上の凝灰岩には，斜長石・石英鉱物片の間の基質が，ほとんど濁

沸石からなるものがある。この種のものは未だ 1 試料だけなので，本層の最下

部を特徴づけるものか否か明らかでない。

連続的露出の見られるところでは，下部から上部へ追跡すると，モンモリロ

ナイトー緑泥石一石英寧が普遍的に含まれている。沸石類も多量に生成されてい

るが，下部が方沸石，中部が方沸石ークリノプチロル沸石，そして上部がクリ

ノプチロル沸石によって特徴づけられることが明らかとなった。

V. 2 折川層

折川層は，寿都半島基部のコベチャナイ川支流から西側地域に分布し，折) II

流域にもっとも広く発達している。主に硬質頁岩からなっているが，聞に安山

岩質火砕岩および流紋岩質火砕岩を多数挟在している。火砕岩の主なものを硬

*初生のものと 2 次生成のものとがある。
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質頁岩と区別して，それぞれ地質図に示した。

硬質頁岩層 (Osh)

コベチャナイ川支流から折川，大平川をへて泊川に至る地域に，下位の大平

川層から整合漸移して広く分布している。その他，図幅西部の千走川を中心と

する地域や永豊東部などにも分布している。

大平川層から折川層の硬質頁岩層への移行過程は所々で観察することができ

る。例えば二股川上流域では，流紋岩質の緑色凝灰岩から上部に灰色のシルト

岩を伴う安山岩質の凝灰質砂岩に漸移し，そして硬質頁岩へ移化している。ま

た，大平川では，同質の緑色凝灰岩の上に灰緑色の凝灰質泥岩，雑色の火山性

砂岩をへて硬質頁岩ヘ移化している。

本層は，主に 10em 内外の厚さの暗灰色硬質頁岩とシルト岩薄層との板状互

層からなっている。しかし，所々に緑色あるいは赤色の安山岩片を含む緑色あ

るいは雑色の細~組粒砂岩，あるいは安山岩質凝灰岩の薄層を挟在している。

また，しばしば石灰質団球や泥質岩などを伴っている。

本層の中下部を構成する硬質頁岩や凝灰岩は，方沸石と鉄サボーナイトを普

遍的に含みところによりクリノプチロル沸石を伴っている。上部においてはそ

ンモリロナイトが形成されている。

安山岩質火砕岩層 (Oav)

この岩層は，本目の西部地域にやや幅の広いレンズ状体としていくつか見出

されるほか，折川やコベチャナイ川支流などにも若干みとめられる。本目西部

の海岸に発達するものを，走向方向に南の硬質頁岩層へ追跡すると，火砕岩か

ら次第に組粒緑色砂岩へ漸移するのが観察される。また，栄磯では，下位から

火山角磯岩，同角礁岩・砂岩互層，火山角礁岩，葉理の発達した砂岩，砂岩・

硬質頁岩互層，そして硬質頁岩層へと移化する様子が見られる。ほぼ硬質頁岩

層の中部層準に発達している。

この火砕岩層は，主に，火山角礁岩から構成されているが，所々に組粒砂岩

を挟在しており，さらに 1 部に水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト)を伴って

いる。

火山角磯岩は，赤，灰，黒色など様々な色調を呈する数 em の安山岩角礁を主

とし，しばしば 1m 以上もの岩塊を含んでいる。また，一般に量的には少ない
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が，径 50em 内外の円礁を含んでおり，所により泥岩の薄層を挟んでいる。角

礁の聞をうめる基質は少なく，一般に砂質である。

水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト)*は，径数 10em の安山岩質の角礁と同

岩質の凝灰岩からなる。ときには川こせピロ _II とよばれる径数 m の放射状節

理を有する同質の岩塊を伴っている。一般に弱L、変質(鉄サボーナイト)をう

けて暗緑色を呈するものがある。

安山岩質角礁は， しそ輝石普通輝石安山岩あるいは普通輝石安山岩で，いず

れも斑状構造を示し，石基はハイアロピリティック組織である。暗緑色を呈す

るものは，輝石や石基ガラスの 1 部が鉄サボーナイトによって置換されている。

流紋岩質火砕岩層 COry)

図幅西端の新甫川と永豊北東の床丹川に分布している。

新甫川では，硬質頁岩層の上部層準に位置し，軽石質凝灰岩を主とする。所

により縁色化しているが，一般に変質は弱く，黒雲母片がみとめられる。また，

プロピライトや娃質頁岩などの角礁を含む部分がある。

床丹川の流紋岩質火砕岩層も，硬質頁岩層の比較的上部の層準に発達するも

のと考えられる。葉理の発達した白色凝灰岩で，頁岩の薄層や，厚さ数 m ほど

の軽石層あるいはパーライト質火砕岩を挟在している。これはその堆積構造な

どから海底火山噴出物起源と推定される。

この火砕岩は全般に変質は弱L、が，鏡下では徴細なモンモリロナイト様鉱物

がみとめられる。

折川層は，基盤岩の上昇地塊を取巻くように半ドーム状構造を形成している

が，基盤岩分布域からはなれると NW-SE および NE-SW 方向に軸をもっ複

雑な摺曲構造を示している。とくに折川流域には，やや大きな楕曲構造の中に，

それに平行した波長の短L 、小橋曲が多数発達している。本層の層厚は，最大 1 ，

600m と見積られる。

本層の主体がし、わゆる硬質頁岩であることから，八雲層に対比される。

V. 3 寿都層

• YAMAGISHI (1 979) による hyaloclastite (B)type に相当する。
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寿都半島の東部および中央北部に分布している。本層は若干の硬質頁岩を伴っ

ているが，大部分は安山岩質火砕岩からなっている。火砕岩は，岩相と岩質の

違いに基づいて上下 2 層に区分できる。

下部安山岩質火砕岩層 (Slv)

弁慶岬から樽岸にかけての寿都半島東部地域に広く分布している。全般に強

い緑色化変質をうけた安山岩によって占められているが，弁慶岬寄りの北部で

は変質が弱くなっている。しかし，変質の強弱にかかわらず初生形態や岩相は

良く保存されている。

本層は，主に輝石安山岩質の水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト〉やピロー

プレッチャ句、らなり，ガラス質火山礁凝灰岩・枕状溶岩・塊状溶岩・火山円喋

岩などを伴っている。とくに，水冷破砕岩・ピロープレッチャおよび枕状溶岩

などには，フィダーダイクを伴うことがある。いずれも，海底火山噴出物およ

びそれに伴う 2 次堆積物である。

海岸線にそって好露出が連続して観察されるので，以下そこで見られるもの

を中心に説明する。

水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト) :輝石安山岩質のものと角閃石安山岩質

のものが区別され，前者は南の建岩付近と弁慶岬付近にみられ，後者は山中北

方にみとめられる。

いずれも，径 10 数em'"'""'数lO em の角礁と，ややガラス質の同質凝灰岩から

なり， ときに引にせピロ _II とよばれる径数 m の放射状節理を有する同質岩塊

を含むことがある。

輝石安山岩質の角礁は，斑晶として斜長石・しそ輝石・普通輝石を含み，石

基はハイアロピリティック組織をしめす。全般に変質をうけ，緑泥石，モンモ

リロナイト，緑れん石および方解石，あるいは混合層鉱物などによって置換さ

れている。また，初生の気泡も， これらの変質鉱物によって充てんされている

ことが多し、。

角礁の聞をうめる基質は，径数 mm 以下のガラス質の破片からなり，しばし

ば真珠状割れ目が発達している。しかし，全般にモンモリロナイト化をうけて

*YAMAGISHI (1 979) による hyaloclastite (A)type に相当する。
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第 1 図 ピロープレッチャ(寿都層下部安山岩質

火砕岩層，寿都半島滝ノ潤川河口付近)

第 2 図 ピロープレッチャ中のピローの破片(寿都層下部安山

岩質火砕岩層，寿都半島東岸滝ノ潤川河口付近)
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いる。

角閃石安山岩質の角礁は，基質に角閃石・斜長石・しそ輝石・普通輝石など

の斑晶がみとめられ，これらの聞は真珠状割れ目の顕著なガラス質破片からなっ

ている。

ピロープレッチャ:北部の山中付近や南部の建岩付近に分布している。径 10

数 em から数 IDem のピローの破片と，それらの聞をうめる同岩質のガラス質

凝灰岩とから構成されている。ピローには，同心円状節理を示すもの(第 1 図)

および、、パホイホイロビー構造"とよばれる枕状溶岩特有のしわが残されてい

るもの(第 2 図)などがある。

岩質は，主に玄武岩質安山岩で，閃緑岩や角閃片岩の捕獲岩を伴うことがあ

る。

鏡下では， ピローの部分は，斑晶として斜長石・しそ輝石・普通輝石を含み，

石基はインターサータルあるいはハイアロピリティック組織を示し，気泡が多

い。また，石基ガラスには割れ目が発達し，多くの気泡を含んでいる。

基質部は角礁岩片よりガラス質で，ガラス量の異なる種々の破片を含んでい

第 3 図 カラス質火山礁凝灰岩(寿都層下部安山

岩質火砕岩層，寿都半島東岸山中北方)
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る。ガラス質のものほど気泡の径が小さく，数も多い。ガラスの多くは，変質

によって緑泥石・モンモリロナイト・ぶどう石・緑れん石および沸石類などに

置換されている。

ガラス質火山礁凝灰岩:山中から弁慶岬にかけてよく観察される。主に玄武

岩質安山岩からなり， ピロープレッチャと比較してピローの量より基質部の多

いガラス質の凝灰岩である。層理の発達がよく，級化構造を示すものもある(第

3 図)。同岩質のピローや角礁を含むことが多い。 I 枚の厚さは 5m 内外で，ピ

ロープレッチャや水冷破砕岩をはさむことがある。

鏡下では，径数 mm 以下のガラス破片からなり，ピロープレッチャの基質と

同質である。

枕状溶岩:山中および滝ノ潤川河口付近に露出している。直径数 m の楕円型

5m

。

第 4 図 水中火山岩類(寿都層下部安山岩質火砕

岩層，寿都半島東岸滝ノ潤川河口付近)
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のピローが積み重なるもので，多くは上部に向かつてピロープレッチャ，水冷

破砕岩(ハイアロクラスタイト)，ガラス質火山礁凝灰岩へ漸移している(第 4

図)。おもに，やや塩基性のしそ輝石普通輝石安山岩であるが，かんらん石を含

むものがある。

インターサータルあるいはピロタキシティック組織を示し，径数 mm の気泡

を多く含んでいる。気泡の多くは，内側が沸石に，そして外側がモンモリロナ

イトなどによって充てんされている。

火山円礁岩:前述のピロープレッチャや水冷破砕岩の聞に発達し，厚いもの

では 50m 以上にも達する。直径数 10em から最大 1m に達する亜円礁・亜角礁

を主とする火山性の 2 次堆積物で，淘汰が悪し、。これは，海底の泥流堆積物と

考えられる。

フィダーダイク:枕状溶岩やピロープレッチャの周辺には，幅数 m の同岩質

岩脈が貫いていることがある。これは，いわばピローブレッチャをもたらした

火道を充てんして形成された岩脈で，フィダーダイクとよばれている。 N600W

-----N600E の方向を示している。

下部安山岩質火砕岩層に見られる変質の特徴は，寿都市街北部付近から南部

では緑泥石を普遍的に含むことと，この北部地域では鉄サボーナイトを含むこ

とである。北部地域の下部安山岩質火砕岩層は，変質鉱物の点では次の上部安

山岩質火砕岩層と類似している。なお，建岩北部からは菱沸石が見出されてい

る。

上部安山岩質火砕岩層 (Suv)

本層は前に述べた下部安山岩質火砕岩層の上部に発達しているが，その主な

分布域は寿都半島中央部の歌島川中上流からワッカナイ川中上流にかけてであ

る。主に安山岩質火砕岩からなっているが，砂岩やシルト岩の薄層を多数はさ

んでいる。

火砕岩は，水冷破砕岩・スコリヤ凝灰岩および軽石凝灰岩などに区別される。

水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト)には，角閃石安山岩質と輝石安山岩質

のものがあり，いずれも径 10em の角礁と同質あるいはよりガラス質の凝灰質

基質とからなっている。輝石安山岩質のものには，径数 10em のピローおよび

その破片を伴うものがある。一枚の厚さは 10 数 m から 5m程度で，上下盤側
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で 2 次的な火山角礁岩へ漸移している。

輝石安山岩の角礁には，新鮮なものから，変質をうけて淡緑~暗緑褐色を呈

するものがある。ところにより赤色化しているものもみとめられる。角礁の聞

をうめているガラスには暗緑色化しているものが多し、。

新鮮な安山岩の角礁は，斑品として， しそ輝石・普通輝石・斜長石を含んで

おり，石基はハイアロピリティック組織を示す。

スコリヤ凝灰岩は，玄武岩質安山岩からなり， 1 枚の厚さが数 m で数枚みと

められる。最下部に径数 em の角礁が濃集したり，径数 em のシルト岩などの軟

泥礁を伴ったりする。下部は塊状，上部は層理の発達が良好である。全体とし

て，灰褐色の色調を示すが， しばしば内部が変質により青緑色化しているもの

がある。堆積構造からみて，典型的な水中火砕流堆積物と判断される。

軽石凝灰岩は，角閃石安山岩および流紋岩質で， 1 枚の厚さは 2~5m で数枚

みられる。堆積構造はスコリヤ凝灰岩と類似しており，同様に水中火砕流によ

る堆積物と考えられる。

上部安山岩質火砕岩は，すでに述べたように全般に弱し、ながら変質をうけ

ている。この変質は，火砕岩の下半部は方沸石一緑泥石によって，そして上半

部は鉄サボーナイト一方沸石によって特徴づけられる。

硬質頁岩層 (Sh)

この頁岩層は，下部および上部安山岩質火砕岩層の双方に挟在しており，約

20m から 100m 程度の層厚である。

下部安山岩質火砕岩層中のものには，珪化をうけて珪質頁岩になっているも

のがみとめられる。多くは砂岩の薄層を多数伴っており，硬質頁岩と砂岩の互

層を形成しているところもある。また，両火砕岩中のものに，共に石灰質団塊

が見出される。

上部安山岩質火砕岩層の中部に発達する硬質頁岩は，変質鉱物としてクリノ

プチロル沸石とそンモリロナイトを含んでいる。

寿都層は，全体として，ほぼ NNW-SSE の走向で，西傾斜の単斜構造をとっ

ており，下限は不明である。

下部安山岩質火砕岩層は，海岸ぞいでは 20。前後のゆるい西傾斜である。また，

北部の滝ノ潤川河口付近には N 40o~50oE 方向の向斜，より北方の山中付近では，
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西に沈むゆるい半ドーム構造がみとめられる。より内陸側では，火砕岩自体の

構造はわかりにくいが，挟在する硬質頁岩が 500~600W の傾斜を示すことから，

同様に，西落ちの単斜構造を示すと考えられる。

また，上部安山岩質火砕岩層は，一般にlOOW から 45°W の西傾斜を示し，部

分的に小規模な向斜構造がみとめられる。

本図幅で寿都層とした地層は， 10 万分の 1 寿都図幅(矢島ほか， 1939) では，

鉱化変質のいちじるしい部分が訓縫層(本図幅の大平川層に相当)に，その他

の大部分は黒松内層(本図幅の氷豊層にほぼ相当)に対比されている。しかし，

すで、に述べたように，多くの点からこのような扱い方は妥当でなく，以下の理

由により折川層と同時異相の関係にあるものと考える。

1)寿都層は折川層と同様のいわゆる硬質頁岩を挟在している。

2)寿都層を構成する火砕岩類は多くは変質安山岩であり，折川層にも同質の

火砕岩が含まれている。しかも，折川層下位の大平川層は流紋岩質火砕岩であ

る点で大きく異なる。

3)寿都層および折川層共に，次に述べる上位の永豊層と整合関係にある。

V.4 永豊層

本層は，前述の寿都層および折川層の上に，それぞれ整合に累重しており，

岩相上から砂岩・シルト岩層と安山岩質火砕岩層の 2 つに区分できる。

砂岩・シル卜岩層 eNs)

この地層は，折川層分布域の北東端の奥の沢川~鼓の沢およびコベチャナイ

)II ，そして泊川下流部から図幅西端部にかけて分布している。下位の折川層と

は整合であるが，両者の接触部では硬質頁岩とシルト岩とが互層状を呈する。

したがって，両層の境界をシルト岩の産する下底に置くか，それとも硬質頁岩

の消失する上限に置くかは人為的である。いちおうここでは，後者の立場をと

ることにする。

一般に，塊状の珪藻質シルト岩が卓越しているが，所々に黒色あるいは赤と

黒の雑色火山性砂岩を伴ない， ときには互層状を呈している。また， ところに

より数 m 内外の厚さで軽石を含む凝灰角礁岩，およびスコリヤ凝灰岩などを挟

在している。さらに，所々に葉理の発達した白色の流紋岩質凝灰岩の薄層が見
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出される。これら小規模な火砕岩は地質図上ではとくに区別していない。

スコリヤ凝灰岩は寿都半島南部の鼓の沢川より南にかけて分布し，数 10m の

厚さをもっている。二重級化構造を示し，下部に岩片が，そして上部に発泡の

悪いスコリヤが多くなり，水中火砕流の形態を示している。

鏡下では，斜長石・普通輝石・しそ輝石およびかんらん石の 1mm 以下の破

片と，発泡のよくなし、 1mm 以下のスコリヤおよび全体に脱ハリ作用をうけた

ガラスシヤードカミらなっている。

砂岩の粒子は大部分が新鮮な安山岩からなっているが，若干の玄武岩や流紋

岩などを含んでいる。基質』工娃藻を含むシルトや少量の鉄サボーナイトその他

の粘土鉱物によって充てんされている。

安山岩質火砕岩層 (Nv)

この火砕岩層には，前述の砂岩・シルト岩層中およびその上部に発達するも

のと，寿都層の上部安山岩質火砕岩層から整合漸移するものとがある。

前者は，大平川下流から永豊北方にかけて分布し，角閃石安山岩質の水冷破

砕岩(ハイアロクラスタイト)を主とするものと，泊川流域からその西側地域

に分布する輝石安山岩質の水冷破砕岩を主とするものとがみられる。し、ずれも，

火山円礁岩やシルト岩を挟在したり，所々に流紋岩質軽石凝灰岩をともなって

いる。

後者は，寿都半島北端の弁慶岬から西海岸ぞいに観察できる。ここでも，水

冷破砕岩を主体とし，火山円礁岩やシルト岩をともなっている。水冷破砕岩は

前者と同様に 2 種の岩質があり，輝石安山岩質のものは弁慶岬から政泊付近ま

で、角閃石安山岩質のものはそのより南方で，歌島付近にかけて，それぞれ分

布している。明瞭な関係を示す露頭はみられないが，輝石安山岩質のものが層

序上で下部を構成しているものと考えられる。

後者の場合は，お互いが火砕岩同志で接しているが，鉄サボーナイトによる

変質をうけて緑色化した火砕岩を寿都層の上部安山岩質火砕岩層とし，変質を

うけていない部分から上部を永豊層の安山岩質火砕岩層とした。

一般に，輝石安山岩質水冷破砕岩は，単層の厚きは 10m 内外で，径 10 数em

の角礁と凝灰質の基地からなっている。ときに径数 m 以上の引にせピロ _II を

含むことがある(第 5 図)。
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第 5 図 ハイアロクラスタイト中の"にせピロ一川(永豊

層安山岩質火砕岩層，寿都半島弁痩岬付近)

斑晶として斜長石・しそ輝石・普通輝石を含み，石基はハイアロピリティッ

ク組織を示す。また，基質部は，多角形の種々のガラス質破片の集合からなり，

よりガラス質の破片にはパーライト状の割れ目が形成されている。

角閃石安山岩質の水冷破砕岩は，普通径 10 数 em の角礁と凝灰質の基地から

なる。ところにより，数 m 以上の大きさの流理構造の顕著な岩塊を含んでいる。

また，幅数 m の柱状節理の発達したフィダーダイクや塊状溶岩を伴なうことが

ある。 1 部に，パーライト状組織の明瞭な流紋岩質角礁岩がみとめられる。

斑晶として斜長石・普通輝石・しそ輝石・普通角閃石を含み，ときに石英が

伴われている。石基は，全般にややガラス質であるが， 1 部に t訂圭長質組織を

示すものもある。角礁の聞をうめる基質は，全般にガラス質破片からなり，部

分的に脱ハリ作用をうけているものがみとめられる。

火山円礎岩は，水冷破砕岩中に不規則な形態で発達する。一般に，径数 10em

の円礁・亜角礁，およびこれらを充てんする粗粒砂岩とからなる。構成礁は主

に，輝石安山岩と角閃石安山岩によって占められているが，寿都半島の歌島川

では，多量の流紋岩質溶結凝灰岩の礁が見出される。しばしば，軟泥礁状のシ
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ルト岩，あるいは砂岩・シルト岩のレンズ状体をはさみ，乱堆積状の産状を示

すことがある。

永豊層は最大層厚約 700m で，その地質構造は比較的複雑である。しかし，

基本的には下位層の構造を反映している。

折川層の東縁に発達する永豊層は砂岩・シルト岩が卓越し， NW-SE， 500------65°

E の走向・傾斜を示している。鮮新統をはさんで東側では安山岩質火砕岩層が卓

越し， NNE-SSW------N-S, 15°------50
0

W の走向・傾斜となってし、る。両地域に

おいては構成岩の量比に違いがあるものの，同一地層によって形成されている

向斜構造の東西両翼が現われているものとみることができる。

大平川下流から西側の地域では，小規模な向斜構造を所々に形成しているが，

これらは下位の折川層の構造と同じである。

永豊層を構成するシルト岩は珪藻質で，西南北海道の標準層序の黒松内層と

同質である。しかも，折川東縁のものは，南東の模式地の黒松内層に連続する

と思われる。しかし，本層が黒松内層に対比されるかどうかは明らかではない

ので，本図幅では中新世末期の地層としておく。

V. 5 石英安山岩溶岩 (D})

この溶岩は折川下流部に分布している。縞状の流理面の発達が顕著な灰白色

の溶岩であるが，流理面の走向・傾斜は変化にとみ一定しなし、。折川層の安山

岩質火砕岩層を直接おおっている場合や，氷豊層の砂岩・シルト岩層の上にのっ

ている場合がある。おそらく，氷豊層堆積後期の噴出と思われるが，確実な時

期は明らかでない。

鏡下では，斜長石の集斑晶および普通角閃石の斑晶を含み，部分的に石英が

みとめられる。石基~ti圭長質組織を示し，短柱状の斜長石や不規則な形の石英

が多くみとめられる。また，短柱状の黒雲母もわずかに見出される。角閃石や

黒雲母の多くは，モンモリロナイトなどに置換されている。

V. 6 ガロ川噴出物層 (Gv)

本図幅地域の西部から南東の歌棄および長万部図幅内の賀老川を模式地とし

て命名された地層である(長尾・佐々， 1933)。寿都半島南部の添別川下流・鼓
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第 6 図 二次的な火山角喋岩(カロ川噴出物層，添別川林道)

の沢川をへて，北西のコベチャナイ川上流・中ノ川上流にほぼ NNW---SSE 方

向で分布している。さらに，本目西方から千走川河口付近までの海岸部に点々

と見出される。

南部地域では，下部が枕状溶岩を伴うピロープレッチャを主とし，上部が火

山円磯岩と同角礁岩から構成されている(第 6 図)。また，それらを供給したと

考えられるフィダーダイクがともなわれている。さらに， 1 部に流紋岩質の軽

石凝灰岩をはさむ。

半島北西部から島牧海岸に分布するものは，火山円磯岩・同角礁岩などの 2

次堆積物からなり，葉理を示す薄い砂岩を挟在することがある。

ピロープレッチャや枕状溶岩は，産状において寿都層中の安山岩質火砕岩層

のものとほとんど同じであるが，全体に新鮮である。

岩質は輝石安山岩質で，斑晶としてしそ輝石・普通輝石および斜長石を含み，

石基はハイアロピリティック組織を示す。斜長石斑晶は虫食い状に融食し，輝

石を客晶として伴うことがある。また，石基には径 0.1"'-1 mm の楕円形の気泡

が多くみとめられる。
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北部地域では， N30
0

W'"'--'N30 0 E, 20°'"'--'40
0

W の， そして南部地域では NS-N;

40ーE, 10°'"'--'30
0

E の走向・傾斜を示す。

南部地域では，下位の永豊層との関係は直接観察できないが，模式地の賀老

川で傾斜不整合を示すのが知られている。島牧海岸側では，石英安山岩溶岩以

下の地層を不整合におおっているのが観察できる。

地質時代を決定しうるものは今までの所ないが，周辺の他の地層と比較して，

鮮新世中~下部と推定した。

V. 7 歌島層 CUt)

寿都半島西岸の歌島川・ワッカナイ川・中ノ川下流部，および寿都半島基部

の中ノ川上流部から月越山脈にかけて分布している。

寿都半島西岸では，葉理の顕著な灰黒色~灰黄色の砂層からなり，一部に縞

状に砂質シルトをはさんでいる。貝化石や炭化木片を含むことがある。走向は

N30°'"'--'70
0

W で，傾斜は 10°'"'--'22° とゆるいが，その方向は一定していない。

半島基部に分布するものは，主に礁岩からなっており， レンズ状に砂岩をは

さむ。礁岩は，シルト岩・頁岩および安山岩の円礁(径 5 '"'--'20em) を主とし，

その亜円礁(径 0.3'"'--'2 em) を含むところもある。 NS'"'--' N50
0

E, 10'"'--'15°E の走

向・傾斜をしめす。

下位層とは不整合関係で接している。その地質時代は明らかでないが，鮮新

世~第四紀にまたがる可能性がある。

VI 貫入岩類

VI. 1 石英斑岩 CQp)

寿都西方に比較的大きなドーム状貫入岩体をつくって分布するほか，その南

西の歌島川上流にも小規模な岩体が見出される。前者は寿都層の下部安山岩質

火砕岩層を，後者は同層の上部安山岩質火砕岩層を，それぞれ貫いている。

寿都西方のものは骨材として採石されており，採石場での観察によれば，柱

状節理の発達した灰白色のち密堅硬な岩石である。しかし，黄鉄鉱化などの変

質をうけているため，やや緑色化している。
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鏡下では，斑晶として斜長石・石英のほか，緑泥石化した有色鉱物が見出さ

れる。斜長石は板状あるいは集斑状で，方解石や絹雲母，あるいは部分的に緑

れん石に置換されている。石英は融食形をしめす。有色鉱物はその結晶形から

初生的には角閃石と判断される。石基は，石英と長石類の粒状組織を示し，そ

れらの聞に若干柱状斜長石がみとめられる。さらに，石基中には，縁れん石・

方解石・黄鉄鉱などが不規則に形成されている。

この石英斑岩の遊入時期は，岩質と被遊入岩などから，中新世後期と推定さ

れる。

VI. 2 角閃石安山岩 CAh)

角閃石安山岩は，寿都港南側，歌島川最上流部などに分布するが，両地域で

かなり岩質に相違がみられる。

寿都港南側のものは，寿都層下部安山岩質火砕岩層を貫いており，柱状節理

の発達した暗緑色の岩石である。

斑晶として集斑状の斜長石と，ほとんどが緑泥石やそンモリロナイトに置換

された角閃石がみとめられる。石基もいちじるしく変質し，初生的な組織は残っ

ていない。石英と斜長石の不規則集合や方解石，緑泥石などによって交代きれ

ている。

歌島川最上流のものは，岩株状の形態をとる 2 つの貫入岩体が見出される。

これらの岩体は寿都層の上部安山岩質火砕岩層を貫いている。

斑晶として，角閃石・しそ輝石・普通輝石・斜長石を含み，ほかにごくわず

かの黒雲母，捕獲結晶様の大型の石英がみとめられる。角閃石は褐色普通角閃

石で，オパサイト化している。石基中には，短柵状斜長石や普通輝石が不規則

に分布し，その聞にガラスが存在している。

以上のように，寿都港南側のものは，強く変質していることから，寿都層の

下部安山岩質火砕岩層堆積直後の貫入であり，歌島川最上流のものは，永豊層

の安山岩質火砕岩層中に見出される角閃石安山岩とほぼ同時期であろう。

VI. 3 安山岩 CAd)

寿都半島や折川などに小岩脈として発達しており，道入方向は一定していな
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い。比較的大きな岩体を形成するのは半島北西部の政泊付近に分布するもので，

NNW-SSE方向を示す。永豊層の安山岩質火砕岩層を貫いている。

この岩石は，柱状節理の発達した暗灰色の堅硬なしそ輝石普通輝石安山岩で

ある。

斑晶としては，主に斜長石と普通輝石からなり，普通輝石には集斑晶を形成

しているものもみとめられる。石基は完品質で，インターサータル組織を示す。

輝石には，ごくわずかであるが，鉄サボーナイト化しているものがある。

VI. 4 玄武岩 (Bt)

玄武岩は，小規模な岩脈や岩床として，折川層・寿都層および永豊層を貫い

ている。折川層と永豊層との境界部付近の泊)1\ から千走川にL 、たる地域，およ

びゴベチャナイ川支流などに，岩脈群状の多数の岩体が見出される。

岩脈として産するものは，幅 5-----30m ほどで，地層の走向にほぼ平行な貫入

方向を示している。しばしば，岩脈は枝分れして層理面と直交することもある。

この種の岩石はやや粗粒で緑色味をおびている。

鏡下では，斜長石と普通輝石の斑晶がみとめられ，石基はサブオフィティッ

ク組織を示している。また，石基中には磁鉄鉱粒が散点している。普通輝石は

いちじるしくそンモリロナイトイヒしているものが多い。

岩床として産する玄武岩に，その一部が枕状溶岩に移化するものがある。泊

川の永豊層下部や歌島川の寿都層上部安山岩質火砕岩層中などに見出される。

暗灰色を呈し，径数 mm 内外の気孔を多く含んでいる。斑晶として斜長石・

普通輝石を含むが，普通輝石にはオフィティック組織を示すものがある。石基

はやや粗粒な柱状斜長石とその聞を充てんする細粒のパリオライトからなる。

VII 第 四 系

第四系として，安山岩溶岩，段丘堆積物，現河床・海浜堆積物などが区別さ

れる。

VII. 1 安山岩溶岩 (AI)
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本図幅外南西の狩場山を中心に広く分布する更新統初期の，いわゆる m平坦

溶岩"の北端にあたるものがわずかに分布しているにすぎなし、。赤褐~黒褐色

を呈し，板状節理の発達した輝石安山岩であるが，角礁状を呈する部分をとも

なう。

斑品は少なく，自型~半自型の斜長石と普通輝石およびしそ輝石がみとめら

れる。石基は短柵状斜長石が顕著な流理構造を示すトラキティック組織を示す。

VII. 2 段丘堆積物

本図幅地域の段丘堆積物は，地形の項で、述べたように，第 1 および第 2 段丘

堆積物に区別される。

第 1 段丘堆積物 (D1 ) は，標高 80m から 120m の聞に発達し，海岸側にゆる

やかに傾いている。磯・砂および粘土からなり， 1 部には埋れ木がみとめられ

る。

第 2 段丘堆積物 (D2) は，標高 25m から 60m の段丘面を形成しながら分布

している。寿都半島に発達する段丘堆積物については，瀬川(1967) による詳

細な報告がある。それによると，歌島から南および寿都半島東側のものには円

礎層が発達するものに対し，半島西側のものは角礁層からなるとし、う。また，

東側には泥炭層が発達し，多くの植物化石や花粉化石が見出されている。これ

らの化石資料から， この段丘堆積物の時代はリスーウルム間氷期に対比できる

としている。

VII. 3 現河床・海浜堆積物 (a)

各河川ぞいには，礁・砂・粘土などの堆積物が分布している。海浜ぞいの多

くは海食崖をなし，その直下のベンチには海食崖からの崩落による岩塊がのっ

ていることが多L 、。しかし，比較的大きな河川の河口を中心に砂・礁の堆積が

みられ，砂丘や砂浜を形成していることがある。コベチャナイ川，中の川およ

びワッカナイ川河口付近では，砂丘が配列し，西部の江の島付近から泊川河口

にかけては連続した砂浜を形成している。
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V田応用地質

VIII. 1 金属鉱床

本図幅地域内で過去に探鉱あるいは稼行された鉱山としては，寿都鉱山・正

荘鉱山および西島牧鉱山などがあるが，全て廃山となっている。現在では，鉱

床の正確な位置すら現地で確認できない状況である。したがって，以下に既存

の資料に基づいて概要を述べる。

寿都鉱山

寿都町の旧寿都鉄道駅裏から約 500m のところに位置する o

明治 25 年頃，今谷多三郎の露頭探鉱に始まり，大正 3 年高田商会の所有に変

り，広尾鉱山と称した。昭和 9 年三菱鉱山として操業し，昭和 37 年秋に休山し

Tこ。

生産実績

大正 3~1O年製錬高銀量 2 ,483 kg

昭和 36~37 年精鉱中含有銅量 38.3t

昭和2l~37 年精鉱中含有鉛量 5 ,969 t

昭和 21~37 年精鉱中含有亜鉛量 10 ,355 t

昭和 25~27 年 か金量 39 ， 346 g

昭和 21~37 年 か銀量 9 ， 649 kg

昭和 18~31 年 3 月 組鉱量鉛・亜鉛鉱 64 ， 756 t，硫化鉄 8 ， 795 t

品位 Pb5.91%, Zn9.78% , S38.04%

昭和 31 年 4 月 ~37 年 9 月粗鉱量 131 , 350 t

品位 Pb2.75%, Zn5.19%, S23.50%

鉱床は，中新世の寿都層下部安山岩質火砕岩層中に匪胎する銅・鉛・亜鉛鉱

脈である。主脈である本鋪は，ほぼ E-W で垂直ないし 75°S の傾斜を示し，延

長 350m ，深度 230m 以上，脈幅最大 8m ，平均約 1m である。その他，粘土

を伴う低品位の NE-SW 走向を示す北東鋪が知られる。

鉱脈は，鉱石鉱物として黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・赤鉄鉱などが

あり，脈石鉱物として石英・マンガン方解石・重品石・石膏・粘土鉱物などが

ともなわれている。まれに，菱マンガン鉱・四面銅鉱・ルゾン銅鉱・ファマチ
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ナ鉱・錫石・黄錫鉱・テルル蒼鉛鉱・輝蒼鉛鉱・輝安鉱などがみとめられる(地

質調査所， 1967:~SHIBASHI ， 1952) 。

正荘鉱山

旧寿都鉄道駅の西方 1km にある。

明治 43 年に鉱業権が設定され，昭和 11-----13 年頃に 1 時採堀され，昭和 25 年

田所篤三郎の所有となり探鉱されたが間もなく休山した。

生産実績

昭和 11'"'-'13 年精鉱中含有銅量 4.5t

昭和 12 年 か金量 61 g

昭和 12'"'-'13 年・ 26'"'-'27 年精鉱量硫化鉄 307 t。

寿都層下部安山岩質火砕岩層に挟在する凝灰岩・頁岩・砂岩互層に匪胎する

銅・鉛・亜鉛鉱脈である。 1 号鑓:と 2 号鋪からなり，鉱体はレンズ状~塊状で

ある(地質調査所， 1967) 。

西島牧鉱山

宮内温泉の北側付近にあったが，資料がほとんど無いため詳細は不明である。

八雲層の泥岩(本図幅の折川層)を上盤とし，訓縫層の禄色凝灰角喋岩(本図

幅の大平川層)を下盤とする酸化マンガン鉱床であったという(成田・五十嵐，

1969) 。

VIII. 2 温泉

本地域に分布する主な温泉は，宮内温泉と永豊温泉が知られている。

宮内温泉

島牧村泊川河口より約 4km 上流の右岸に位置する。

寛永 8 年(1 63 1)頃に，砂金採取のおりに発見されたとし、う。昭和 40 年頃か

ら，ボーリングにより泉源を増加させてきている。現在，温泉旅館 1 軒が営業

を行っている。

温泉付近は，先第三系と新第三紀最下部の大平川層とが断層で接している位

置にあたる。昭和 55 年に島牧村が実施したボーリングコア(スライム)の観察

では，地表下 50m から 80m 位の間に，両者の境界があると判断され，温泉は

先第三系の石灰岩付近から湧出しているらしい。おそらく，北側へ傾斜する断
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層破砕帯にそって上昇していると考えられる。

昭和 40 年頃に，旅館の周辺で深度 85m と 63m のボーリングが実施され，自

噴している。 85m 井は，掘さく時に 1 ， 200-----1 ， 300 Qfmin 湧出したが，その後

は 375 Qfmin で，泉温は 46.9·C である。 63m 井は 49'C の泉温を示す。昭和 55

年の島牧村によるボーリングでは，泉温 49'C で最揚湯量 3.000 Q/min の湧出を

みた。

泉質は，全固形物量が 1 ， 000 mg/Q 内外で，単純泉である。

永豊温泉

ホンベツ川河口より約 380m 上流側の右岸に位置する。昭和 47 年ごろに， 700

m のボーリングが実施され，泉温 37 .1·C , 14.7Qfmin が自噴し，エアリフト

により 82.8 Qfmin 湧出している。

泉質は， NaCI を主成分とし Na2S04を副成分としているが両者の比率は比較

的近い。また，陽イオン中 Mg および陰イオン中 HC03の占める比率がきわめて

近い特徴を有する。 PH は 8.7 でかなり強いアルカリ性である(北海道立地下資

源調査所， 1976)。

以上のほかに，寿都半島弁慶岬付近，千走川河口付近などに若干の温泉徴候

がみとめられる(向上， 1976) 。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN
Scale1:50.000

SUTTSU

(SAPPORO-36)

BY

MamoruSUZUKI, HiromitsuYAMAGISHI
KohjiTAKAHASHI, andYukioSHOYA

Abstract

ThemappedareaissituatedinthenorthernpartoftheOshima

PeninsulainSouthwestHokkaidoextendingbetweenLat.42ー40'and42 。

50'N. , andLong.140ー00'and140ー15'E.

Geology

Pre-TertiarySystem

ThePre-TertiarySystemisdistributedinthecentralsouthof

themappedareaandconsistsmainlyofblackslateandsandstone,

associatedwithchert, basicvolcaniclasticrockandlimestone. Nofosｭ

silshavebeenfoundinthesysteminthisarea , butitseemstobe

Mesozoicinagebecauseoftheoccu 汀ence ofTriassicconodontsfrom

alimestoneintheObirayamasheetmapareatothesouth.

NeogeneTertiarySystem

NeogeneTertiarySystemisdividedintotheMioceneandPlio ・

ceneserIes.

- 29-



TheMioceneisseparatelydistributedintwoareas;oneisdisｭ

tributedaroundthebasementrocksandtheotherintheSuttsuPeninｭ

sula, separatedbyPlioceneformationsinbetween.

Theformerisdividedintothefollowingformationsinascending

order, theObiragawa , theOrikawa , andtheNagatoyoFormations.

ThelatteriscomposedoftheunderlyingSuttsuandtheoverlying

NagatoyoFormations.

TheObiragawaFormationconsistsofbasalconglomeratewhich

unconformablyoverliesthePre-Tertiaryrocks, andrhyoliticgreentu 妊

inthemainportion. Thetu 旺 contains commonlychlorite , and

montmorilloniteassociatedwithanalcimeinthelowerpart, analcime

clinoptiloliteinthemiddle, andclinoptiloliteintheupperpart.

TheOrikawaFormationispredominantinhardshaleand

conformablyoverliestheObiragawaFormation. Middleandlower

horizonsoftheformationareintercalatedwithgreenishvolcanic

sandstonesand/orpyroxeneandesiticvolcaniclasticrocks, whereasthe

upperhorizoniswiththinlayersofrhyoliticvolcaniclasticrocksin-

cludingperlite.

Thepyroxeneandesiticvolcaniclasticrocksarecomposedmainly

ofvolcanicbrecciaandvolcanicconglomerateassedimentarydeposits,

associatedwithhyaloclastiteinplaces.

TheOrikawaFormationincludesanalcime, clinoptiloliteandFe

-saponiteinseveralpartsofmiddleorlowerhorizons.

TheNagatoyoFormationoverlyingtheOrikawaFormation

directly, isabundantinmassivesiltstoneintercalatedwithandesitic

volcaniclasticrocksatseveralstratigraphichorizons.

Thevolcaniclasticrocksarehardlyalteredandconsistsmainly

ofhyaloclastitewithmassivelava.

ThegeologicstructureoftheMioceneformationsintheareais

characterizedbyrepeatedanticlinesandsynclines, whoseaxestrendin
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NNW-SSE, NW-SEandNE-SWdirections. Itseemsthatthesefold

systemsarecontrolledbythedistributionalpatternsofthebasement

rocksrelatingtoupheavalofthem.

TheSuttsuFormationconsistingmainlyofandesiticvolcaniｭ

clasticrocksisdividedintotheloweranduppermemberswhich

containinterbeddedhardshale.

Thelowervolcaniclasticmemberischangedtogreencolourby

propylitizationwhichisaccompaniedbymanyalterationminerals, such

aschlorite, montmorillonite, epidote , prehnite , etc. , buttheprimary

featuresarewellpreserved. Theyarecomposedofhyaloclastite ,

pillowbreccia, andlapillitu 任

Theuppermember, lessalteredthanthelower, consistsmainly

ofscoriatu 妊 and hyaloclastite. Theserocksincludeanalcimeand

chloriteatlowerhorizons, andFe-saponiteandanalcimeatupper.

Theinterbeddedhardshaleisalmostthesameasthatofthe

OrikawaFormationandcontainsclinoptiloliteandmontmorillonitein

theuppermember.

TheNagatoyoFormation, conformablyoverlyingtheSuttsu, is

madeuplargelyofandesiticvolcaniclasticrocksandintercalatesthin

siltstonesatlowerhorizons. Therockfaciesoftheformationisnot

differentfromthoseinthewesterncoastareamentionedabove.

TheNagatoyoFormationiswithNStoNNEstrikeanddipof

15ー to50"W inthewesternzoneoftheSuttsuPeninsula , whereasit

turns to NWstrikeand40"t0600Edipintheeasternzoneofthe

surroundingareaofthebasement. Consequentlyalargesynclinal

structurewhoseaxistrendsnearlyNNWispresent. Itappearsthat

theOrikawaandtheSuttsuFormationsarecontemporaneousheteroｭ

topicfacies, bothofwhichareunderlyingtheNagatoyoFormation.

TheGarogawae妊usive rocksoflowerPliocenearemainly

depositedonthesynclinementionedaboveandalsofoundinsmall
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scalealongtheShimamakicoastarea , unconformablyoverlyingthe

lowerformations. Theformationiscomposedofvolcanicconglomerｭ

ateandbreccia.

TheUtashimaFormationoverlyingtheGarogawaRockswithan

unconformablerelationisdistributedonlyalongthesamesyncline.

Theformationconsistsofsandstoneandconglomerate.

Quaternary

Inthewesternmarginofthemappedarea, aminoramountof

andesitic “自 at lava"ofearlyPleistoceneisexposed.

The1stand2ndTerracedepositsfoundalongthecoast. The

formeroccupies80to120mabovesealevelandthelatter25to60m.

Moreover, gravel , sand , orclayarefoundalongrecentriversand

shores, while , sanddunedepositsatthemouthsoftheriversof

NakanokawaandWakkanai.

EconomicGeology

Inthemappedarea , theoredepositsofcopper, leadandzinc

withminoramountofgoldandsilverwerepreviouslyworked.They

weretheSuttsuMineandtheSeisoMine , butbothmineswere

alreadyabolished.

GunaiHotSpringalongtheTomaririverisknownassimple

spring;thetemperatureis46.9ーCandtheamountofdischargeisestiｭ

matedtobe375QImin.
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